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東京都環境局
気候変動対策部 総量削減課

東京都地球温暖化対策報告書

作成マニュアル

報告書作成③エネルギーデータ 編
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はじめに

地球温暖化対策報告書作成マニュアル動画では、『地球温暖化対策報告書』を
報告書作成ツールを用いて、作成する方法をご案内いたします。

１．準備編 

２．報告書作成編 ①事業者情報編

 ②事業所情報編

 ③エネルギーデータ編
３．提出編

まず、マニュアル動画は次のような種類に分かれております。
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はじめに

この動画では、「報告書作成③エネルギーデータ編」として、エネルギー
データシートの入力について、ご説明いたします。

２．報告書作成 

③エネルギーデータ編

なお、報告の準備や他の報告書作成、提出方法につきましては、それぞれの動画を
ご視聴ください。
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報告書作成ツールについて
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報告書
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トップ
シート

事業者
情報
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事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの確認

提出年度、バージョンが正しいか確認してください。

※提出年度は変更できません※
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使用するシートは、この「エネルギーデータ」シートとなります。
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この作成マニュアルでは、どのシートの内容を説明しているのかが分かるように、画面の

右上にフロー（赤枠箇所が該当シートとなります）を掲載しています。
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次に作成ツール内の色分けされたセルについてご説明いたします。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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黄色のセルは、直接数値や文字を入力するか、プルダウンから選択をしてください。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目



1010

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出作成ツールの構成等

水色のセルは、自動入力されるセルです。直接編集することはできません。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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緑色のセルは、ボタンから選択する項目です。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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欄外に赤字で「必須」と書いているセルは、入力必須項目となります。

忘れずに入力してください。

・黄色セル＝入力セル ・緑色セル＝ボタンから選択する項目
・水色セル＝自動入力（編集不可） ・必須 ＝入力必須項目
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ピンク色の吹き出し、および項目セルにあるメモ（コメント）には、補足説明を
記載しています。
項目セルにマウスを乗せると表示されます。

・ピンク色のふきだし、項目名のメモ（コメント）＝補足説明
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提出作成ツールの保存時の注意点

作成途中や、終了時に作成ツールを保存する場合、ファイル形式は「Excelマクロ有効
ブック」、拡張子は必ず「xlsm」で保存してください。
他のファイル形式、拡張子（例：xlsx）で保存すると、正常に動作しなくなる可能性が
あります。

拡大
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報告書【エネルギーデータ】の作成
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エネルギーデータシートへは、[トップ]シートの「エネルギーデータ入力」ボタンを
クリックするか、下部の[エネルギーデータ]シートを選択してください。

過去に本ツールで作成したデータをお持ちの場合

全体の流れ

本社等の担当者による作業

デ
ー

タ
入
力

１ 事業者情報の入力

（必要がある場合のみ）

次の作業である事業所情報及びエネルギーデータの入力は、各事業

所等で別々に入力作業を行うことも可能です

事業所等別にデータ入力を分担する場合は、本ツールをコピーして各

事業所に展開してください

２ 事業所情報の入力

３ 事業所等のエネルギー使用量等の入力

４ 入力データのチェック

提出データの取り込み

事業者情報入力

事業所情報入力

入力データチェック

過去に作成したデータがある場合、
本ツールの各シートに内容を複写することができます

上のボタンをクリックし、取り込むデータを選択してください

エネルギーデータ入力
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エネルギーデータシート作成の事前準備
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「エネルギーデータ」シートには、各事業所で使用した電気･水道･ガス等のエネルギーの
使用量を入力します。
エネルギーの使用量が分かる実績年度の検針票や請求書等を準備して下さい。

報告する事業所が使用したエネルギー使用量がわかる
資料をご用意ください。
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エネルギーデータの入力
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エネルギーデータシートは、事業所が前年度に使用した燃料等の数量を記入し、エネル

ギー消費量や排出した二酸化炭素量等を算出するシートです。
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エネルギー消費量やCO₂ 排出量はご覧の項目で確認できます。
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燃料等の種類は、こちらの項目から選択します。

なお、燃料・熱については、プルダウンから選択となります。
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燃料等の使用量はこちらに入力します。

「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力してください。

※「各月使用量」と「年間値」の両方に入力した場合は、
「月合計」の合計値が優先されます。
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エネルギーデータの入力を始める前に、報告する事業所名が表示されているかをご確認く
ださい。
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事業所名がない場合は、まず「事業所情報」シートから事業所情報を入力してください。

事業所名の確認を怠りますと、対象の事業所を間違えてしまう等、
エネルギーデータが正しく反映されない場合があります。

事業所名がないと、このように表示されます。
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エネルギーデータの入力
①燃料及び熱【都市ガス】の入力
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「都市ガス」の使用がある場合は、赤枠内の黄色のセルへ入力します。
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まず、「都市ガス事業者」名、「CO₂換算係数（排出係数）」を入力してください。
都市ガス事業者の排出係数は、国が公表する数値を使用します。

メニュー名もあれば、あわせて入力してください。
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都市ガス事業者の排出係数は、環境省の「温室効果ガス排出量 算定・報告・公表制度」
のホームページに公表されています。

※対象年度の排出係数一覧をご確認ください。

環境省_算定方法・排出係数一覧 |「温室効果ガス排出量 
算定・報告・公表制度」ウェブサイト

https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html
https://policies.env.go.jp/earth/ghg-santeikohyo/calc.html


30

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出都市ガスの入力

対象年度の都市ガス事業者の「調整後排出係数」を使用してください。

※こちらの一文で対象年度
の一覧か確認してください。
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対象年度の都市ガス事業者の排出係数が使用できない場合や事業者が不明の場合は、代替

値を使用してください。

算定に使用する排出係数（間接排出（電気及び熱）及び都市ガス）

GJ

熱（産業用蒸気除く）

熱（産業用蒸気）

GJ

0.0654 ―

※１ 対象年度の電気事業者等ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、東京都が別に公表する数値又 は電気事
 業者等が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。ただし、上記で把握できな い場合は代替値
を用いる。

 ※２対象年度の熱供給事業者ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、都が別に公表する数値又は熱 供給事業
者が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。上記で把握できない場合は代替 値を用いる。

 ※３対象年度の都市ガス事業者の排出係数の種類は調整後排出係数とし、国が公表する数値 
（https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc）を用いるものとするが、対象年度の都市ガス事業者の排出係数が

使用できない場合は代替値を用いる。 
※４ 国の GX-ETS(排出量取引制度)における実排出量の算定に使用する係数の取扱いに合わせ、排出係 数の種類

を変更する場合がある。
出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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代替値を使用する場合、CO₂換算係数（手入力）欄は空欄としてください。
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最後に使用量を入力します。「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力して
ください。

使用量に「中圧」「低圧」の記載がある場合は、
合算してください。
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こちらは都市ガス使用量の確認帳票の例です。
確認帳票に記載された使用量[m³]を入力してください。

東京ガス株式会社 HP より 
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エネルギーデータの入力
②燃料及び熱【その他】の入力
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「都市ガス」以外の燃料・熱の使用がある場合は、赤枠内の黄色のセルへ入力します。

複数の燃料・熱を入力できます。
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該当する燃料、熱をプルダウンより選択してください。

デフォルト記載の「LPG」「灯油」も
変更できます。
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「燃料（LPG、灯油、原油、ガソリン等）」のCO₂換算係数は、都が示す数値（自動表
示）を使用してください。

燃料・熱の入力

※「発電用高炉ガス」は、「高炉ガス」を
選択してください。

CO₂換算係数（手入力）

への入力は不要です。
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熱（産業用蒸気、産業用以外の蒸気、温水、冷水）を選択する場合は、熱供給事業者名と、
熱供給事業者のCO₂換算係数を入力してください。

燃料・熱の入力
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熱供給事業者の排出係数は、ご覧のHPのリンク先にある「排出係数等一覧表（熱供給事
業者）」から確認してください。

電気・熱・都市ガスの排出係数等報告の仕組みについて

大規模事業所における対策｜電気・熱・都
市ガスの排出係数等報告の仕組みについて
｜東京都環境局

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate
/large_scale/documents/keisuuhoukoku

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/documents/keisuuhoukoku
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/documents/keisuuhoukoku
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/large_scale/documents/keisuuhoukoku
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こちらは令和6年度実績として、令和7年度の報告時に使用する排出係数となります。

対象年度の熱供給事業者の排出係数を確認してください。

※対象年度の排出係数一覧を確認してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出

算定に使用する排出係数（間接排出（電気及び熱）及び都市ガス）

GJ

熱（産業用蒸気除く）

熱（産業用蒸気）

GJ

0.0654 ―

※１ 対象年度の電気事業者等ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、東京都が別に公表する数値又 は電気事
 業者等が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。ただし、上記で把握できな い場合は代替値
を用いる。

 ※２対象年度の熱供給事業者ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、都が別に公表する数値又は熱 供給事業
者が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。上記で把握できない場合は代替 値を用いる。

 ※３対象年度の都市ガス事業者の排出係数の種類は調整後排出係数とし、国が公表する数値 
（https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc）を用いるものとするが、対象年度の都市ガス事業者の排出係数が

使用できない場合は代替値を用いる。 
※４ 国の GX-ETS(排出量取引制度)における実排出量の算定に使用する係数の取扱いに合わせ、排出係 数の種類

を変更する場合がある。

燃料・熱の入力

対象年度の熱供給事業者ごとの排出係数は、東京都が別に公表する数値又は熱供給事業者
が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとしております。
熱供給事業者ごとの排出係数が使用できない場合は、代替値を使用してください。

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出

対象年度の熱供給事業者の排出係数が使用できない場合、CO₂換算係数（手入力）欄は空

欄としてください。

燃料・熱の入力
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出燃料・熱の入力

最後に使用量を入力します。「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力して
ください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出LPG入力時の注意点

なお、LPGの報告単位は「kg」です。検針票等使用量の単位が「㎥」の場合は、「kg」
に換算する必要があります。
エネルギーデータシートの隣にある「単位換算シート」を活用して、「kg」に換算の上、
入力してください。

地球温暖化対策報告書作成ツール「単位換算シート」

こちらの数値を入力します。
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エネルギーデータの入力
③電力の入力



47

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出電力の入力

電力は、「再エネ（オンサイト）」、「再エネ（オフサイト）」、「一般買電」の3つに

分けられます。
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エネルギーデータの入力
③-1 再エネ（オンサイト）の入力
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オンサイト）の入力

オンサイトの再エネ発電設備の種類は、ご覧の通りです。

供給方法 内容

オンサイト
再エネ

自家発電・発熱
事業所等の敷地内に設置した再エネ設備で発
生させた電気であって、自営線を介して事業
所等に供給されたもの

オンサイト型PPA
事業所等の敷地内に設置した第三者保有の再
エネ設備で発生させた電気であって、自営線
を介して事業所等に供給されたもの

オンサイト再エネ発電設備の種類

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オンサイト）の入力

報告可能な「再生可能エネルギー」は、ご覧の種類を想定しております。

※バイオマス燃料由来の電気については、
持続可能性が示された燃料を用いたもの
に限ります。

※

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより

※海水熱、河川水熱、地下水熱、地中熱、
大気熱（ヒートポンプを除く）は、使用
量の報告は任意とし、使用した場合は、
地球温暖化対策報告書にその内容を記載
することが可能です。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オンサイト）の入力

利用している再生可能エネルギーの種類をプルダウンから選択してください。

・「太陽熱」で発電している場合は、太陽光を選択
・「地熱」「温泉熱」「雪氷熱」で発電している場合は、「その他」を選択
・任意報告である「海水熱」、「河川水熱」、「地下水熱」、「地中熱」、
「大気熱」 （ヒートポンプを除く）を報告する場合も、「その他」を選択
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オンサイト）の入力

再エネ率が100%でない電気の場合は、再エネ率及びCO₂換算係数の手入力が必要となり

ます。

再エネ率が100％でない電気の場合は、手入力が必要です。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オンサイト）の入力

最後に使用量を入力します。
「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出

「事業所情報」シート

再エネ（オンサイト）の入力

あわせて、事業所情報シートの「再生可能エネルギー発電設備の設置」「オンサイト発電
設備の設置」欄への入力も完了しているか、確認してください。

再生可能エネルギーの利用状況

入力の詳細に関しては、「地球温暖化対策報告書作成
マニュアル【事業所情報編】」をご視聴ください。
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エネルギーデータの入力
③-2 再エネ（オフサイト）の入力
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

オフサイト再エネ発電設備の種類は、ご覧の通りです。

供給方法 内容

オフサイト
再エネ

自営線等
事業所等の敷地外に設置した再エネ設備で発生させた電気で
あって、自営線等を介して、事業所等に供給されたもの

オフサイト型PPA
事業所等の敷地外に設置した第三者保有の再エネ設備で発生
させた電気（特定の需要家に供給することを約束されたもの
に限る）であって、直接事業所等に供給されたもの

自己託送
再エネ設備を用いて発電した電気であって、自営線等とは別
の搬送方法で、当該再生エネ設備を設置する者の別の場所に
ある事業所等に供給されたもの

オフサイト再エネ発電設備の種類

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより



57

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

再エネ(オンサイト)と同様に、再エネ(オフサイト)の報告可能な「再生可能エネルギー」
は、ご覧の種類を想定しております。

※

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより

※バイオマス燃料由来の電気については、
持続可能性が示された燃料を用いたもの
に限ります。

※海水熱、河川水熱、地下水熱、地中熱、
大気熱（ヒートポンプを除く）は、使用
量の報告は任意とし、使用した場合は、
地球温暖化対策報告書にその内容を記載
することが可能です。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

利用している再生可能エネルギーの種類をプルダウンから選択してください。

「再エネの種類」+「供給方法」の組み合わせで
プルダウン選択してください。

・「太陽熱」で発電している場合は、太陽光を選択
・「地熱」「温泉熱」「雪氷熱」で発電している場合は、「その他」を選択
・任意報告である「海水熱」、「河川水熱」、「地下水熱」、「地中熱」、
「大気熱」 （ヒートポンプを除く）を報告する場合も、「その他」を選択



59

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

再エネ率が100%でない電気の場合は、再エネ率及びCO₂換算係数の手入力が必要となり

ます。

再エネ率が100％でない電気の場合は、手入力が必要です。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

最後に使用量を入力します。「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力して
ください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出再エネ（オフサイト）の入力

あわせて、事業所情報シートの「再生可能エネルギー発電設備の設置」「オフサイト発電
設備の設置」欄への入力も完了しているか確認してください。

入力の詳細に関しては、「地球温暖化対策報告書作成
マニュアル【事業所情報編】」をご視聴ください。

「事業所情報」シート

再生可能エネルギーの利用状況
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エネルギーデータの入力
③-3 一般買電の入力
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報告書
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トップ
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事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

再エネ欄に誤って入力するケースが散見されます。
ご注意ください。

一般買電はこちらへ入力します。

5行ありますので、複数の小売電気事業者と契約している場合や、期中で小売電気事業者

を変更した場合など、適宜入力してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

まず、小売電気事業者をプルダウンから選択してください。

【小売電気事業者選択時の注意点】
一般買電（変動係数）の事業者（プルダウン）は、
①アルファベット
②ひらがな（カタカナ）
③漢字音読み
（例）丸紅新電工株式会社の「丸」は「ガン」読み
の順番で並んでおります。

Excelのソート機能の関係で、上記配列となっております。
お手数をおかけしますが、選択の際はご注意ください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

契約している小売電気事業者が見当たらない場合は、小売電気事業者名の隣のセルに

「小売電気事業者名」を入力してください。



66

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

再エネメニューの契約がある場合は、小売電気事業者名の隣のセルに「契約プラン名」を

記入し、「再エネメニュー契約有無」で「有」を選択してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

再エネ率とCO₂換算係数をこちらに入力してください 。
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トップ
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事業者
情報
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事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

再エネ率とCO₂換算係数は、ご覧のHPのリンク先からご確認いただけます。

ただし、「電力メニュー別の実績値一覧表」は、実績年度と同年度の係数を使用するため、

前年度の係数を使用しないよう、ご注意ください。

計画書・報告書の公表

計画書・報告書の公表|エネルギー供給事
業者における対策|東京都環境局

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate
/supplier/publications

※報告書作成ツールのエネルギーデータ

シートにおいて電気のメニュー別係数を

入力された場合は、提出年度の「電力メ

ニュー別の実績値一覧表」公表後、再提

出が必要となる場合がございます。

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/climate/supplier/publications
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トップ
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事業所
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エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

小売電気事業者・メニュー名から検索した再エネ率・排出係数を入力してください。

こちらは、2024年度実績の事例
となります。
実績年度に注意して、入力して
ください。

【抜粋】
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報告書
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トップ
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事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

「電力メニュー別の実績値一覧表」に記載がない場合は、空欄としてください。

空欄の場合、再エネ率・ CO₂ 換算係数
は、小売電気事業者別の値を使用します。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

契約メニューが不明の場合は、小売電気事業者のみ選択してください。

再エネ率・ CO₂ 換算係数は、
小売電気事業者の全体値を使用します。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

小売電気事業者がわからない場合は、代替値を使用しますので空欄としてください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出

算定に使用する排出係数（間接排出（電気及び熱）及び都市ガス）

GJ

熱（産業用蒸気除く）

熱（産業用蒸気）

GJ

0.0654 ―

※１ 対象年度の電気事業者等ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、東京都が別に公表する数値又 は電気事
 業者等が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。ただし、上記で把握できな い場合は代替値
を用いる。

 ※２対象年度の熱供給事業者ごとの排出係数の種類は基礎排出係数とし、都が別に公表する数値又は熱 供給事業
者が周知する知事の認定を受けた数値を用いるものとする。上記で把握できない場合は代替 値を用いる。

 ※３対象年度の都市ガス事業者の排出係数の種類は調整後排出係数とし、国が公表する数値 
（https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc）を用いるものとするが、対象年度の都市ガス事業者の排出係数が

使用できない場合は代替値を用いる。 
※４ 国の GX-ETS(排出量取引制度)における実排出量の算定に使用する係数の取扱いに合わせ、排出係 数の種類

を変更する場合がある。

使用する代替値は、排出係数が0.489 tCO2/千kWh、再エネ率が0％です。

一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

最後に使用量を入力します。「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力して
ください。

使用量に「昼間」「夜間」の区別がある場合は、
合算してください。
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提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

電気の使用量を確認するには、契約している小売電気事業者のWEBサイトや、請求書等
をご参照ください。

電気の使用量等が確認できるページの例
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提出一般買電（小売電気事業者から購入）の入力

なお、再エネメニューの契約がある場合は、事業所情報シートの「再生可能エネルギー電
気の受入」欄への入力も完了しているか確認してください。

入力の詳細に関しては、
「地球温暖化対策報告書作成
マニュアル【事業所情報編】」
をご視聴ください。

事業所情報シートより
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エネルギーデータの入力
④規則第５条の17第３項の場合のみなし値の入力
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提出規則第５条の17第３項の場合のみなし値の入力

「東京都地球温暖化対策指針」第２編 第５の2にて、地球温暖化対策事業者等が報告書を
適正に作成できるよう、アからカまでに掲げる事業者間において、特に連携・協力を行わ
なければならない旨を明記しております。

第２編 第５ 地球温暖化対策報告書の作成等  2. 報告書を作成するための協力 
義務提出事業者及び任意提出事業者から、温室効果ガス排出量の把握及び地球温暖化の対策の推

進のための協力を求められた事業者は、当該地球温暖化対策事業者等が報告書を適正に作成できる
よう、十分な協力を行うものとする。

東京都地球温暖化対策指針

ア テナントビル(建物の全部又は一部を賃借権その他の権原に基づき事務所、営業所等として使用して事業活動
を行う者(以下「テナント等」という。)が存在する建物をいう。 以下同じ。)等の所有者及び使用者の間

イ 不動産信託における委託者、受託者、受益者及び当該信託物件について管理・運用又は指図の権限の委託を
受けた者の間 

ウ 建物の区分所有者間、共同所有者間
エ 事業所等において実施する事業の委託者及び受託者の間 
オ 連鎖化事業における本部及び加盟者の間 
カ その他、事業活動において密接な関係を有する事業者間 第２ 地球温暖化の対策の推進体制 2（2）より抜粋



79

報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出規則第５条の17第３項の場合のみなし値の入力

テナントオーナー等から「エネルギー等の使用量の情報提供」を得られない場合は、推計
による方法（後述）で使用量の算定を検討してください。
推計による方法でも使用量を算定することができない場合は、「都民の健康と安全を確保
する環境に関する条例施行規則」第５条の17第3項に基づきみなし値を算出し、「規則第
５条の17第３項の場合のみなし値」に入力いただくことになります。

第５条の17第3項（抜粋）
・事業所等の前年度の原油換算エネルギー使用量が不明であるものとして地球温暖化対策指針に

定める要件に該当するときは、地球温暖化対策指針に定める方法により算定した値を当該事業
所等の前年度の原油換算エネルギー使用量とみなす。

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例施行規則

エネルギー使用量
の情報提供を得ら
れない

推計による
算定検討

可能

困難

推計による算定（後述）

規則第５条の17第３項の場合のみなし
値への入力
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提出規則第５条の17第３項の場合のみなし値の入力

「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」は、ご覧の手順で算出します。

「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」の算出方法

①事業所等における前年度のエネルギー使用量(GJ)
＝(事業所等の延床面積(㎡)×事業所区分別のエネルギー原単位 (MJ／㎡・h)※１

×算定年度における事業所等の総稼働時間(h))÷1000
※1 エネルギー原単位は、地球温暖化対策指針P30,31より下記の数値を使用

②①の値を報告書作成ツールの単位(kWh) に変換
①÷（8.64(GJ)÷1000(kWh)）＝「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」(kWh) 

※2 事務所内にサーバーを設置している区画がある場合には、当該区画については事務所 のエネルギー
原単位に代えて、１.４の係数を使用し、当該サーバーの総稼働時間を乗じて算出する。

出典：東京都地球温暖化対策指針より

事業所等が属する区分 事務所 飲食 小売(食品) その他小売 その他 

エネルギー原単位 0.9※2 2.6 1.5 1.0 1.2
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提出規則第５条の17第３項の場合のみなし値の入力

算出した「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」は、年間値の欄に入力してください。

「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」を入力すると、他のエネルギー欄に
入力した数値が反映しませんのでご注意ください。
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エネルギーデータの入力
⑤環境証書の充当量の入力
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提出書
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報告書
提出環境証書の充当量の入力

環境証書として利用可能な再生可能エネルギー由来の証書は、「グリーン電力・熱証書」
または、「非化石証書」です。

利用可能な再生可能エネルギー由来の証書

供給方法 内容

グリーン電力・熱証書

➢ グリーンエネルギー認証機関が認証したグリーン電力・熱証書で、再生可能エネルギーに
より発電された電気・熱の環境価値に対して、第三者機関の認証を得て、グリーン電力・
熱証書発行事業者が発行する証書

➢ 再エネクレジットとして利用した証書は、特定温室効果ガスの排出量の削減には利用でき
ない

非化石証書

➢ 再生可能エネルギーなど非化石電源の「環境価値」を取引するために、経済産業省 資源
エネルギー庁が認証・発行する証書

➢ 制度に利用できる非化石証書は「FIT非化石証書」と「非FIT非化石証書（再生可能エネル
ギー指定）」とする

➢ 使用できる非化石証書は、報告年度６月の口座凍結時に非化石証書保有口座に所有する
証書又は仲介事業者が発行する報告対象分の購入証書量の証明書（他者に販売した証
書や、電気事業者・熱供給事業者が排出係数の調整に使用した証書は使用することがで
きない。）

上記以外の証書は利用できませんのでご注意ください。 出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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提出環境証書の充当量の入力

再生可能エネルギー由来の証書の利用がある場合は、こちらへ入力してください 。
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報告書
提出環境証書（熱証書）の入力

グリーン熱証書を利用している場合は、プルダウンから選択して「再エネ使用量」を入力

してください。

熱を選択した最上段の項目の年間合計値に
環境証書の充当量が宛がわれます。
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提出環境証書（熱証書）の入力

なお、再エネ使用量が年間合計値より大きくなると、エラーとなりますのでご注意くださ

い。

再エネ使用量＞年間合計値の場合、
CO₂合計がマイナスとなりエラーとなります。
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提出環境証書（非化石・電力証書）の入力

非化石証書・グリーン電力証書を利用している場合は、プルダウンから選択して「再エネ

使用量」を入力してください。

【一般買電（変動係数）1】欄の年間合計値に
環境証書の充当量が宛がわれます。

非化石証書・グリーン電力証書の両方を使用している場合は、「電力量の多い証書」をプルダウン選択して、使用量を合算してください。
その際、推計の使用を「有」にして、合算根拠を示した資料を添付するか、事業所情報シートの特記事項に内訳を記載してください。
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グリーン熱証書の入力同様、再エネ使用量が年間合計値より大きくなると、エラーとなり

ますのでご注意ください。

環境証書（非化石・電力証書）の入力

再エネ使用量＞年間合計値の場合、
CO₂合計がマイナスとなりエラーとなります。
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環境証書を充当する小売電気事業者等が複数存在する場合は、使用期間の長い小売電気事

業者の情報を入力し、使用量は合算値を入力してください。

環境証書（非化石・電力証書）の入力

２段目以降に小売電気事業者の情報を入力しても、
環境証書の充当量は反映しません。

推計の使用を「有」にして、合算根拠を示した資料を添付するか、事業所情報シートの特記事項に内訳を記載してください。
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エネルギーデータの入力
⑥水道等の入力
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提出水道等の入力

水道等の使用量の取扱いは、次の通りです。

水道等の使用量等の取扱いについて

⚫水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水は、水の浄化及び下水の処
理に伴い排出した温室効果ガスを間接的に排出していたものとみなします。

⚫水道及び工業用水道の使用量 並びに公共下水道への排水量についても、前年度分の
使用量と二酸化炭素排出量を報告するものとします。

⚫但し、上下水道の使用分は、熱量換算エネルギーの算出対象外とし、事業所の原油換
算エネルギー使用量には含みません。 

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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提出水道等の入力

水道等の排出係数は、こちらの値を使用します。

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより

水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水の排出係数
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提出水道等の入力

「水道及び工業用水道」、「公共下水道」の使用量を入力します。

 「各月の使用量」または、「年間値」のいずれかを入力してください。

検針票を隔月で受領している場合は、検針票の通り隔月で入力してください。

井戸水・雨水は報告の対象外となります。
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提出水道等の入力

こちらは水道の請求書例です。
請求書に記載された使用量を入力してください。

出典：東京都水道局

・請求書に両方の数値が記載されていない
場合や上下水道の使用量が明確に示されて
いない場合は、水道と下水道の使用量は同
じ値を入力してください。
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推計による使用量の算出
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提出推計による使用量の算出

エネルギー等の使用量が請求書や検針票などから把握できない場合、推計により使用量を

算出します。

推計による使用量の算出

エネルギー等の使用量が請求書や検針票などから把握できない場合

（例1）テナント等において、テナントビルの所有者からの光熱水費の請求書等にエネルギー

等の使用量の記載がないなど、「エネルギー等の使用量の情報提供」を得られない場合

（例2）区分所有で個別メーターがない場合

(共有の場合など、持分割合で算出する必要があるため）
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提出推計による使用量の算出

推計はご覧の方法を用いて算出します。

ア エネルギー等供給事業者が設置する計量器による方法
 灯油、軽油、石炭など、購入後に一旦貯蔵する場合があり、購入量と使用量がただ ちに等しくならないエネル
 ギー等の使用量について、使用量を管理するための計量器の数値を記入するか、推計による数値を記入する。

イ 他者から必要なデータを入手して推計する方法
 (ア) 面積あん分での算出法 

  建物全体がほぼ同等の用途、使用時間帯で利用され、建物全体のエネルギー等の使用量 は把握できるが、
  建物の一部の使用量が不明確な場合、建物全体の面積と、建物の一部の 面積との比率を用いて使用量を       
推計する。 

 (イ) 面積あん分に加え時間の要素を加味する方法
建物内の用途、使用時間帯が異なり、フロアごとのエネルギー等の使用量が把握できる場合は、面積あん
分に加え、場所（フロア）ごとの使用状況を加味して建物の一部で使用 される使用量を推計する。

ウ 自らのデータを活用して推計する方法
事業所においてデータ等が得られない場合には、事業所を統括する本社等が保有する同種同規模の事業所の実
績から、単位面積あたりのエネルギー等の使用量データをもとに、 使用量を推計する。 

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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提出推計による使用量の算出

推計による方法でも使用量を算定することができない場合は、みなし値を算出し、前述の
「規則第５条の17第３項の場合のみなし値」に入力してください。

ア エネルギー等供給事業者が設置する計量器による方法
 灯油、軽油、石炭など、購入後に一旦貯蔵する場合があり、購入量と使用量がただ ちに等しくならないエネル
 ギー等の使用量について、使用量を管理するための計量器の数値を記入するか、推計による数値を記入する。

イ 他者から必要なデータを入手して推計する方法
 (ア) 面積あん分での算出法 

  建物全体がほぼ同等の用途、使用時間帯で利用され、建物全体のエネルギー等の使用量 は把握できるが、
  建物の一部の使用量が不明確な場合、建物全体の面積と、建物の一部の 面積との比率を用いて使用量を       
推計する。 

 (イ) 面積あん分に加え時間の要素を加味する方法
建物内の用途、使用時間帯が異なり、フロアごとのエネルギー等の使用量が把握できる場合は、面積あん
分に加え、場所（フロア）ごとの使用状況を加味して建物の一部で使用 される使用量を推計する。

ウ 自らのデータを活用して推計する方法
事業所においてデータ等が得られない場合には、事業所を統括する本社等が保有する同種同規模の事業所の実
績から、単位面積あたりのエネルギー等の使用量データをもとに、 使用量を推計する。 

出典：地球温暖化対策報告書作成ガイドラインより
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提出推計による使用量の算出

「推計」で入力した場合は、「推計の使用」欄で「有」を選択してください。

また、推計に用いた資料等（書式は自由）を作成し、ご提出ください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出エネルギーデータシートの入力

エネルギーデータシートの作成についての説明は以上となります。
以降も作業を継続される場合は、作成ツールの途中保存をお勧めします。
拡張子は必ず（xlsm）で保存してください。
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報告書
作成
準備

トップ
シート

事業者
情報
シート

事業所
情報
シート

エネルギｰ
デｰタ
シート

提出書
作成

報告書
提出お問い合わせ

ご不明点等がございましたら、ご覧の電話番号もしくはメールアドレスに、

お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先

東京都環境局 気候変動対策部 総量削減課

電話番号 ：03-5388-3433

メールアドレス：hokokusyo01@ml.metro.tokyo.jp

受付時間 ：平日の午前9時から午後5時45分まで
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